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諸
隈
正
剛
副
会
長
、
藤
村
二
朗
介
護
保
険
委

員
長
、
事
務
局
の
計
３
名
が
、
厚
生
労
働
省
老

健
局
高
齢
者
支
援
課
を
訪
問
し
、
辺
見
聡
高
齢

者
支
援
課
長
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。
懸
上
忠

寿
課
長
補
佐
、
西
村
緑
主
査
も
同
席
し
た
。

　

要
望
書
の
柱
は
①
（
重
度
化
・
看
取
り
の
増

加
に
伴
う
）
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る

医
療
の
在
り
方
②
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
補

足
給
付
の
基
準
費
用
額
の
見
直
し
③
介
護
職
員

の
処
遇
改
善
④
施
設
サ
ー
ビ
ス
⑤
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
に
お
け
る
看
取
り
に
つ
い
て
ー
の
５
項

目
。
藤
村
介
護
保
険
委
員
長
が
説
明
し
た
。

多
死
社
会
と
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

　

今
後
30
年
間
は
多
死
社
会
に
あ
り
、

２
０
３
８
年
に
は
年
間
死
亡
数
１
７
０
万
人
と

い
わ
れ
て
い
る
。
施
設
で
の
看
取
り
が
増
え
る

こ
と
は
必
然
で
あ
り
、
人
生
の
最
後
の
生
活
の

場
と
し
て
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
を
求
め
る
人

が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

型
施
設
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
く
る
。

　

辺
見
高
齢
者
支
援
課
長
は
、
介
護
給
付
費

分
科
会
で

看
取
り
に

関
す
る
意

見
が
出
た

こ
と
に
触

れ
、「

実

績
と
し
て

は
年
々
看

取
り
が
増

え
て
き
て

い
る
よ
う

で
は
あ
る

が
、
嘱
託

医
の
訪
問

回
数
、
個

室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
で
の
年
間
の
看
取
り
の
人

数
等
、
施
設
に
お
け
る
看
取
り
の
現
状
は
ど
う

で
す
か
」
と
質
問
し
た
。

　

諸
隈
副
会
長
は
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
対
応
を
し
て

い
る
が
、
病
院
で
も
特
養
で
も
対
応
は
一
緒
で

あ
る
。
最
期
の
時
を
家
、
病
院
、
施
設
の
ど
ち

ら
で
過
ご
す
か
。
利
用
者
・
利
用
者
家
族
に
聞

く
と
90
％
の
人
は
施
設
を
選
択
す
る
。
家
で
み

る
の
は
限
界

が
あ
る
」
と

現
場
の
声
を

伝
え
た
。

　

ま
た
、
介

護
労
働
力
不

足
の
問
題
、

社
会
福
祉
減

免
等
に
つ
い

て
も
広
く
意

見
交
換
し
、

今
後
の
方
向

性
を
共
有
す

る
場
と
な
っ

た
。 

価
を
行
う
予
定
。

◇
議
題
１　

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
効
果

検
証
及
び
調
査
研
究
に
係
わ
る
調
査
（
25
年

度
調
査
）
の
結
果
（
最
終
報
告
）
に
つ
い
て

（
略
）
＝
13
事
業
、
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
参
照
。

◇
議
題
２　

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
効
果

検
証
及
び
調
査
研
究
に
係
わ
る
調
査
（
26
年

度
調
査
）
の
調
査
票
等
に
つ
い
て
＝
調
査
研

究
７
事
業
の
表
題
の
み
掲
載

①
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
評
価
②
集
合
住
宅
入
居
者
を
対
象
と
す
る

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
態
③
複
合
型
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
の
実
態
④
老
人
保
健
施
設
の
在

宅
復
帰
支
援
⑤
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
お

け
る
医
療
職
の
勤
務
実
態
及
び
医
療
・
看
護

の
提
供
実
態
に
関
す
る
横
断
的
な
調
査
研
究

⑥
リ
ハ
ビ
リ
に
お
け
る
医
療
と
介
護
の
連
携

⑦
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る
訪
問
系
・
通
所

系
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
の
あ
り
方
。

■
第
１
０
４
回
介
護
給
付
費

分
科
会
（
７
月
23
日
）

　

平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
、
介

護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
特
養
な
ど
）、
特

定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
等
（
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
）
の
報
酬
の
在
り
方
な
ど
に
つ

い
て
広
く
議
論
し
た
。

◇
議
題
１　

27
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け

て
（
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
等
）

【
介
護
福
祉
施
設
サ
ー
ビ
ス
】
厚
労
省
に
よ

る
現
状
説
明
の
ポ
イ
ン
ト
▽
個
室
ユ
ニ
ッ
ト

の
介
護
老
人
福
祉
施
設
全
体
に
占
め
る
割
合

（
24
年
）
は
施
設
数
で
42
・
９
％
、
定
員
数

で
32
・
３
％
▽
特
養
の
定
員
に
関
す
る
都
道

府
県
、
政
令
指
定
都
市
、
中
核
市
の
条
例
の

制
定
状
況
は
、「
４
人
員
以
下
」14
自
治
体（
全

体
の
12
・
８
％
）、「
１
人
。
一
定
条
件
下
で

２
人
以
上
、
４
人
以
下
」
66
自
治
体
（
60
・

6
％
）、「
１
人
。
必
要
と
認
め
る
場
合
は
２

人
ま
で
」
29
自
治
体
（
26
・
6
％
）
▽
社
会

福
祉
法
人
に
地
域
貢
献
を
法
的
に
義
務
付
け

る
方
針
。

〈
主
な
論
点
〉
○
中
重
度
者
を
支
え
る
施
設

と
し
て
特
養
の
医
療
提
供
体
制
や
介
護
報
酬

上
の
評
価
を
ど
う
考
え
る
か
○
個
室
ユ
ニ
ッ

ト
型
を
推
進
す
る
一
方
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
た
多
床
室
の
在
り
方
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
○
多
床
室
の
入
居
者
か
ら
も

室
料
を
徴
収
す
べ
き
か
○
特
養
が
地
域
貢
献

を
行
う
上
で
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
等

と
の
併
設
禁
止
や
人
員
配
置
基
準
を
ど
う
扱

う
べ
き
か
○
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
を
都
市
部
で
更
に
整
備
す
る
に
は
ど
ん
な

方
策
が
あ
る
か
○
各
種
あ
る
加
算
の
在
り
方

を
ど
う
考
え
る
か
。

〈
意
見
交
換
〉「
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
は
よ
り
多

く
の
人
員
が
必
要
に
な
る
な
ど
課
題
が
多

く
、
自
治
体
か
ら
従
来
型
（
多
床
室
）
の

ニ
ー
ズ
が
今
で
も
高
い
」「
低
所
得
者
で
も

入
れ
る
よ
う
な
個
室
こ
そ
整
備
す
べ
き
だ
」

「（
カ
ー
テ
ン
で
仕
切
る
な
ど
し
て
）
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
保
護
さ
れ
る
と
い
う
理
由
で
多
床

室
の
報
酬
を
引
き
上
げ
る
の
は
ど
う
か
」「
加

算
は
整
理
し
て
ま
と
め
た
方
が
良
い
」な
ど
。

【
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
等
に
つ
い
て
】

〈
主
な
論
点
〉
○
特
養
が
中
重
度
者
を
重
点

化
す
る
の
を
踏
ま
え
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な

ど
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
の
報
酬
を
ど

う
評
価
す
べ
き
か
○
入
居
者
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
率
80
％
以
上
と
し
た
要
件
を
ど
う

考
え
る
か
○
養
護
老
人
ホ
ー
ム
以
外
ほ
と
ん

ど
利
用
さ
れ
て
い
な
い
外
部
サ
ー
ビ
ス
利
用

型
の
制
度
を
ど
う
す
べ
き
か
○
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
は
地
域
交
流
の
拠
点
な
ど
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

◇
議
題
２　

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
効
果

検
証
及
び
調
査
研
究
に
係
わ
る
調
査
（
25
年

度
調
査
）
の
結
果
に
つ
い
て
（
最
終
報
告
）

＝
了
承
。

◇
議
題
３　

24
年
度
介
護
報
酬
改
定
の
効
果

検
証
及
び
調
査
研
究
に
係
わ
る
調
査
（
26
年

度
調
査
）
の
調
査
表
等
に
つ
い
て
＝
了
承
。

■
第
４
回
福
祉
人
材
確
保
対

策
検
討
会
（
７
月
25
日
）

　

こ
れ
ま
で
の
論
議
を
踏
ま
え
、
４
分
野
・

計
11
の
方
向
性
を
盛
り
込
ん
だ
「
中
間
整
理

メ
モ
」を
了
承
し
た
。
今
後
も
討
議
を
進
め
、

今
秋
、最
終
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る
方
針
。

◇
議
題　

介
護
人
材
確
保
の
方
向
性
（
中
間

整
理
メ
モ
）

【
参
入
促
進
】
①
（
介
護
職
の
）
２
つ
の
魅

力
「
深
さ
」
と
「
楽
し
さ
」
を
発
信
②
若
者

に
選
ば
れ
る
業
界
へ
の
転
換
③
地
域
貢
献
し

た
い
女
性
や
中
高
年
齢
者
層
の
参
画
④
他
業

界
に
負
け
な
い
採
用
戦
略
。

【
資
質
の
向
上
】
⑤
多
様
な
働
き
方
や
機
能

に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
実
現
⑥
介
護

福
祉
士
の
専
門
性
と
社
会
的
評
価
の
向
上
⑦

介
護
福
祉
士
資
格
取
得
方
法
見
直
し
に
向
け

た
取
り
組
み
（
※
対
応
策
を
後
述
）
⑧
小
規

模
事
業
所
の
共
同
に
よ
る
人
材
育
成
支
援
。

【
労
働
環
境
・
処
遇
の
改
善
】
⑨
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
能
力
・
人
材
育
成
能
力
の
向
上
。

【
全
体
的
な
視
点
】
⑩
学
校
・
企
業
な
ど
あ

ら
ゆ
る
主
体
と
連
携
す
る
「
場
」
の
創
設
に

よ
る
地
域
ぐ
る
み
の
人
づ
く
り
⑪
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
の
構
築
。

※
⑦
「
介
護
福
祉
士
資
格
取
得
方
法
見
直
し

に
向
け
た
取
組

【
中
期
的
対
応
】
地
域
包
括
ケ
ア
に
対
応
し
、

専
門
性
を
高
め
る
教
育
体
系
な
ど
総
合
的
な

観
点
か
ら
検
討
を
進
め
る
。

【
当
面
の
対
応
】
▽
養
成
施
設
ル
ー
ト
（
28

年
度
か
ら
の
国
家
試
験
義
務
付
け
を
延
期
す

る
）
▽
実
務
経
験
ル
ー
ト
（
実
務
者
研
修
の

受
講
義
務
付
け
を
28
年
度
か
ら
施
行
す
る
）

▽
福
祉
系
高
校
ル
ー
ト
（
国
家
試
験
を
引
き

続
き
実
施
、
通
信
制
課
程
を
見
直
す
）。

　
■
第
１
回
医
療
介
護
総
合
確

保
促
進
会
議
（
７
月
25
日
）

　
〈
会
議
の
目
的
、
予
定
な
ど
〉
先
の
通
常

国
会
で
成
立
し
た
医
療
介
護
総
合
確
保
促
進

法
に
基
づ
い
て
①
地
域
に
お
け
る
医
療
と
介

護
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め
の
基
本
方
針

と
な
る
「
総
合
確
保
方
針
」
を
作
成
す
る
②

創
設
さ
れ
る
財
政
支
援
基
金
の
用
途
や
配
分

な
ど
を
検
証
す
る
。

　

今
後
、
２
回
ほ
ど
会
議
を
開
き
、
９
月
内

に
総
合
確
保
方
針
を
告
示
、
11
月
に
基
金
の

交
付
を
決
定
す
る
予
定
。
座
長
に
田
中
滋
慶

應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
が
就
任
し
た
（
所
管

は
厚
労
省
保
険
局
医
療
介
護
連
携
政
策
課
）。

〈
意
見
交
換
〉「
医
療
計
画
は
都
道
府
県
、
介

護
保
険
事
業
計
画
は
市
町
村
が
そ
れ
ぞ
れ
策

定
し
て
お
り
、
横
串
（
よ
こ
ぐ
し
）
を
刺
す

の
で
あ
れ
ば
、
整
合
性
が
必
要
だ
」「
医
療

と
介
護
は
保
険
シ
ス
テ
ム
の
哲
学
が
違
い
、

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
考
え
も
違
う
。
利
用
者
の

視
点
を
貫
く
哲
学
が
必
要
だ
」「
配
分
に
は

地
域
の
特
殊
性
と
公
平
性
の
担
保
が
相
反
す

る
の
で
、
国
が
一
定
の
責
任
を
持
つ
こ
と
が

重
要
だ
」「
計
画
の
策
定
だ
け
で
な
く
、
そ
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1 面 厚労省へ要望書提出

2面 全国大会実行委員会報告

 第２期ユニットリーダー研修報告

 実地研修施設勉強会（近畿・東海）

 １行ニュースまとめ

3面 施設紹介

【神奈川県】しょうじゅの里鶴見

 『ユマニチュード』紹介

4面　介護関連ダイジェスト

事
務
局
よ
り

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
し
ま
す

（
無
料
）

　

社
会
福
祉
法
人
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
財
務
諸
表

の
開
示
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

推
進
協
で
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
な
い
会
員
施
設
様
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い

ま
す
。

　

ご
希
望
の
施
設
様
は
、
推
進
協
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
☎
０
４
５
・
９
２
１
・
０
４
６
２
）

■
7
月
25
日
（
金
）

　

要
望
書
提
出
（
東
京
都
・
厚
生
労
働
省
）

【
今
後
の
予
定
】

□
８
月
22
日
（
金
）
13
時
半
〜
16
時
半

　

平
成
26
年
度
第
１
回
全
国
支
部
長
会

　
（
大
阪
市
中
央
区
・
大
阪
中
央
公
会
堂
）

推
進
協
活
動
報
告

（
平
成
26
年
７
月
〜
８
月
）

【
研
修
会
、
勉
強
会
等
報
告
】

■
平
成
26
年
度
第
２
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修

（
大
阪
）
7
月
15
日
（
火
）
〜
17
日
（
木
）

（
仙
台
）
7
月
23
日
（
水
）
〜
25
日
（
金
）

（
横
浜
）
7
月
29
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

（
静
岡
）
7
月
29
日
（
火
）
〜
31
日
（
木
）

（
札
幌
）
8
月
5
日
（
火
）
〜
7
日
（
木
）

■
７
月
15
日
（
火
）

平
成
26
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修
実
地

研
修
施
設
勉
強
会
〈
近
畿
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
〉

（
大
阪
市
中
央
区
・
大
阪
社
会
福
祉
協
議
会
）

【
今
後
の
予
定
】

□
8
月
21
日
（
木
）
14
時
半
〜
16
時
半

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
推
進
室
会
議
（
東
京
都

港
区
・
Ａ
Ｐ
品
川
）

□
8
月
28
日
（
木
）
14
時
〜
17
時

第
３
回
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
事
業
推
進
室
会
議

（
東
京
都
港
区
・
Ａ
Ｐ
品
川
）

�
�
�
�
�
�
研
修
情
報

介
護
関
連
審
議
会
等
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

個
室
ユ
ニ
ッ
ト
の
重
要
性
訴
え
る 

■
第
３
回
福
祉
人
材
確
保
対
策

検
討
会
（
７
月
１
日
）

　

介
護
事
業
団
体
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
交

え
、
介
護
職
の
働
き
方
や
人
材
確
保
の
方
法
な

ど
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

◇
議
題
１　

事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ　

・
全
国
老
人
保
健
施
設
協
議
会
「
総
合
的
介
護

職
の
ス
キ
ル
が
必
要
で
あ
り
、
介
護
職
員
は

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
志
向
も
比
較
的
強
い
。
国
の

配
置
基
準
が
低
い
た
め
安
全
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

に
不
安
を
持
っ
て
い
る
」

・
日
本
慢
性
期
医
療
協
会
「
医
療
の
訓
練
を
受

け
た
介
護
福
祉
士
に
軽
度
の
診
療
補
助
を
認
め

る
べ
き
。
実
務
３
年
の
介
護
福
祉
士
受
験
資
格

を
当
面
続
け
る
べ
き
だ
」

◇
議
題
２　

介
護
福
祉
士
の
取
得
方
法
に
つ
い

て
　

厚
労
省
が
資
格
取
得
方
法
（
①
実
務
経
験

ル
ー
ト
②
養
成
施
設
ル
ー
ト
③
福
祉
系
高
校

ル
ー
ト
）
の
現
状
、
課
題
、
見
直
し
に
つ
い
て

説
明
。
当
初
、
平
成
27
年
度
施
行
予
定
の
「
た

ん
吸
引
」
な
ど
を
研
修
に
追
加
す
る
方
針
を
１

年
延
長
し
、
28
年
度
施
行
と
し
た
。

◇
議
題
３　

介
護
人
材
確
保
に
つ
い
て

　

厚
労
省
が
、
介
護
人
材
を
取
り
巻
く
現
状
や

人
材
確
保
に
向
け
た
課
題
と
取
り
組
み
な
ど
を

説
明
し
た
。
▽
施
設
の
離
職
率
が
高
い
▽
他
の

産
業
よ
り
平
均
賃
金
の
水
準
が
低
い
▽
施
設
に

よ
っ
て
離
職
率
に
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
▽
離
職
理

由
は
「
結
婚
・
出
産
・
育
児
」「
理
念
や
運
営

に
不
満
」「
職
場
の
人
間
関
係
」
の
順
▽
人
材

確
保
に
は
量
的
確
保
、
質
的
確
保
、
環
境
整
備

の
三
位
一
体
が
重
要
。

■
第
５
回
介
護
報
酬
改
定
検

証
・
研
究
委
員
会
（
７
月
16
日
）

　

平
成
24
年
度
介
護
報
酬
改
定
を
検
証
し
た

「
25
年
度
調
査
（
最
終
報
告
）」
と
「
26
年
度
調

査
案
」
を
了
承
し
た
。
26
年
度
調
査
は
７
月
実

施
、
10
月
介
護
給
付
費
分
科
会
に
速
報
値
を
報

告
、
27
年
３
月
以
降
・
調
査
結
果
に
対
す
る
評

進
む
重
度
化  

体
制
や
仕
組
み
の
充
実
を

【
要
望
書
全
文
】

1　

在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
医
療
の

在
り
方
に
つ
い
て

　

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
医
師
に
よ

る
健
康
管
理
は
嘱
託
に
て
の
対
応
で
あ
り
、
常

勤
の
看
護
師
・
看
護
職
員
が
処
置
等
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
施
設
に
お
い
て
重
度
化
対
応
や
看

取
り
ケ
ア
の
充
実
が
社
会
的
に
求
め
ら
れ
て
い

る
昨
今
、
体
制
や
仕
組
み
の
充
実
を
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
１
）
嘱
託
医
に
よ
る
健
康
管
理
か
ら
外
部
の

在
宅
支
援
診
療
所
等
に
よ
る
医
療
管
理

（
2
）
急
性
期
病
院
へ
の
検
査
や
受
診
支
援
等

に
対
す
る
評
価

（
3
）
看
護
職
員
の
負
担
軽
減
と
し
て
、
現
在

可
能
で
あ
る
「
癌
末
期
で
の
訪
問
看
護
」
の
介

入
以
外
で
の
、
日
常
的
・
一
般
的
な
医
療
で
の

訪
問
看
護
を
利
用
可
能
と
す
る
。

　

※
協
力
医
療
機
関
と
し
て
の
連
携
が
深
め
ら

れ
る
仕
組
み
作
り
に
つ
い
て
は
議
論
が
必
要
。

2　

消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
う
補
足
給
付
の
基

準
費
用
額
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
４
月
に
は
、
消
費
税
見
直
し
に
対

応
し
た
基
本
報
酬
部
分
等
の
改
定
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
更
に
、
平
成
27
年
10
月
頃
に
２
％
の
消

費
税
増
税
が
正
式
決
定
さ
れ
る
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
居

住
費
・
食
費
に
つ

い
て
は
消
費
税
に

対
応
し
た
改
正
が

行
わ
れ
て
お
り
ま

せ
ん
。
当
該
費
用

の
大
半
は
消
費
税

の
影
響
を
顕
著
に

受
け
る
部
分
で
あ

り
、
相
当
の
改
正

を
お
願
い
致
し
ま

す
。
但
し
、そ
の
際
、

低
所
得
の
配
慮
を

行
い
つ
つ
、
利
用

者
負
担
改
正
も
消

費
税
の
特
性
か
ら

見
れ
ば
必
然
と
考
え
ま
す
。

3　

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

　

介
護
職
員
に
確
保
。
並
び
に
、
定
着
・
育
成

に
つ
い
て
は
、
協
議
会
・
事
業
者
は
当
事
者
意

識
を
更
に
深
め
鋭
意
取
り
組
み
を
深
め
て
参
り

た
い
と
考
え
ま
す
。
一
方
、
他
産
業
や
他
の
職

種
と
の
賃
金
格
差
の
改
善
は
急
務
と
考
え
て
お

り
ま
す
の
で
、
処
遇
改
善
の
処
置
の
継
続
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
加
算
方
式
か

ら
基
本
部
分
へ
の
組
み
入
れ
に
つ
い
て
ご
検
討

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

4　

施
設
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

（
1
）
ユ
ニ
ッ
ト
型
の
老
人
保
健
施
設
の
評
価

に
つ
い
て

　

ユ
ニ
ッ
ト
型
の
老
人
保
健
施
設
の
機
能
は
、

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
を
導
入
し
病
院
等
か
ら
受
け
入

れ
在
宅
復
帰
を
果
た
す
上
で
、
リ
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ダ
メ
ー
ジ
を
抑
え
円
滑
に
在
宅
へ
復
帰
し
て

も
ら
う
た
め
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
に
あ
る
と

考
え
ま
す
。
一
方
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
老
人
保

健
施
設
の
評
価
が
３
単
位
で
あ
り
、
そ
の
環
境

の
維
持
が
困
難
な
状
況
で
あ
り
ま
す
。
ユ
ニ
ッ

ト
型
老
人
保
健
施
設
の
評
価
の
見
直
し
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

（
2
）　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所（
入
居
）

要
件
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

被
災
や
虐
待
等
の
緊
急
性
。
若
し
く
は
、
非

代
替
性
の
状
況
に
あ
る
高
齢
者
に
つ
い
て
特
養

入
所
要
件
を
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

　

入
所
要
件
見
直
し
に
よ
っ
て
特
養
で
は
平
均

要
介
護
度
は
4
を
超
え
医
療
的
な
処
置
が
増
し

更
に
高
度
な
介
護
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
運
営
人
員
等
の
基
準
等
の
見
直

し
、
重
度
化
対
応
や
看
取
り
ケ
ア
が
充
実
し
た

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
創
造
が
必
要
と
考
え

ま
す
。

（
3
）
お
む
つ
に
係
る
費
用
徴
収
の
在
り
方
に

つ
い
て

　

現
在
、
介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、

お
む
つ
等
の
費
用
は
介
護
保
険
給
付
に
お
い
て

手
当
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
医
療
給
付
や
居
宅

介
護
サ
ー
ビ
ス
や
居
住
系
サ
ー
ビ
ス
と
の
整
合

を
と
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

但
し
一
段
階
程
度
の
所
得
の
方
々
に
は
社
会
福

祉
法
人
の
減
免
等
の
導
入
が
必
要
で
す
。
そ
う
す

る
こ
と
で
、
家
族
と
事
業
者
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
上
で

の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
や
日
々
の
ケ
ア
を
通
じ
て
コ

ス
ト
意
識
と
共
に
排
泄
ケ
ア
の
技
術
向
上
に
向
け

て
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

5　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
お
け
る
看
取
り
に
つ

い
て
（
略
）

の
評
価
も
重
要
だ
」
な
ど
。

■
全
国
介
護
保
険
担
当
課
長

会
議
（
７
月
28
日
）

　

医
療
介
護
総
合
確
保
法
の
成
立
を
受
け

て
、
厚
労
省
が
地
方
自
治
体
の
介
護
保
険
担

当
者
に
対
し
て
介
護
保
険
制
度
改
正
に
伴
う

基
本
方
針
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
を
示
し
た

（
抜
粋
、
順
不
同
、
詳
細
は
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
を

参
照
の
こ
と
）。

【
第
６
期
事
業
計
画
に
つ
い
て
】
２
０
１
５

〜
17
年
度
の
３
年
間
。
25
年
ま
で
の
サ
ー
ビ

ス
適
正
水
準
や
必
要
な
介
護
職
員
数
、
保
険

料
な
ど
を
推
計
（
試
算
）
し
て
策
定
す
る
。

【
新
総
合
事
業
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
】
訪
問
型
（
５

種
）
と
通
所
型
（
４
種
）
に
分
け
、
各
事
業

に
つ
い
て
単
身
内
容
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
変

え
方
、
実
施
方
法
、
基
準
な
ど
を
示
し
た
。

市
町
村
は
国
の
単
位
の
範
囲
内
で
単
価
を
設

定
す
る
。
利
用
料
の
設
定
は
自
由
だ
が
、
利

用
者
１
割
負
担
を
下
回
ら
な
い
こ
と
が
条

件
。

【
特
養
の
特
例
入
所
に
つ
い
て
】
15
年
４
月

実
施
。
要
介
護
１
、２
で
あ
っ
て
も
以
下
の

場
合
は
特
例
で
入
所
可
能
。
①
認
知
症
の
た

め
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
②
知
的
障

害
・
精
神
障
害
の
た
め
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
す
③
家
族
に
よ
る
深
刻
な
虐
待
が
疑
わ

れ
る
④
単
身
世
帯
で
家
族
や
地
域
の
支
援
が

不
十
分
で
あ
る
┃
の
４
つ
。
各
施
設
が
市
町

村
の
意
見
も
聴
い
て
判
定
す
る
。

【
補
足
給
付
に
つ
い
て
】
15
年
８
月
実
施
。

世
帯
分
離
し
て
い
る
配
偶
者
の
所
得
も
勘
案

す
る
。
資
産
基
準
は
単
身
１
千
万
円
、
夫
婦

２
千
万
円
。
申
請
の
際
、資
産
（
通
帳
な
ど
）

の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る
。

【
２
割
負
担
に
つ
い
て
】
15
年
８
月
実
施
。

対
象
者
全
員
に
「
負
担
割
合
証
明
書
」
を
送

付
す
る
。
一
定
以
上
所
得
者
は
合
計
所
得

額
１
６
０
万
円
以
上
、
年
金
の
み
収
入
額

２
８
０
万
円
以
上
（
単
身
世
帯
の
場
合
）
と

す
る
。

※
今
月
号
の
「
ニ
ュ
ー
ス
を
読
む
」
は
お
休

み
し
ま
す
。

参加申込み受付中！

内容の詳細は同封のチラシをご覧ください。

第８回
2 0 1 4
第８回
2 0 1 4 全国研修大会 in 千葉全国研修大会 in 千葉
一人ひとりの幸せを大切に ～夢の国で語ろう！未来の福祉～

2014 年 11 月 13 日（木）・14日（金）
会場：シェラトン・グランデ・トーキョーベイ・ホテル

※推進協ＨＰからオンラインでお申込みください（他社サイトに移行します）

＜講師陣＞

中村秀一氏
医療介護福祉政策
研究フォーラム・
理事長

三好春樹氏
生活とリハビリ研
究所・代表

髙口光子氏
介護アドバイザー

【１日目・特別講演】 【２日目・シンポジウム】 【１日目・分科会２】

平均賃金（千円） 勤続年数（年）
産業別 産業計 325.6 11.8

社会保険・社会福祉・介護事業 241.4 6.9
職種別 医師 879.3 5.2

看護師 326.9 7.1
ケアマネージャー 260.4 7
ホームヘルバー 208.5 5.1
福祉施設介護員 218.4 5.5

（資料）厚生労働省「平成24年賃金構造基本統計調査」より

【介護職員給与比較】

　

全
国
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
推
進
協
議
会
（
推
進
協
・
赤
枝
雄
一
会
長
）
は
、
7
月
25

日
、
厚
生
労
働
省
老
健
局
の
辺
見
聡
高
齢
者
支
援
課
長
に
「
平
成
27
年
度
介
護
報
酬
改
正

に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
、
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
の
整
備
促
進
な
ど
を
要
望
し
た

た
。
来
年
４
月
か
ら
特
養
の
要
介
護
３
以
上
の
入
所
制
限
が
実
施
さ
れ
る
と
、
施
設
の
重

度
化
・
看
取
り
が
更
に
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
ま
す
ま
す
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
型
施
設
が

果
た
す
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
く
る
。

消
費
税
増　

低
所
得
へ
の
配
慮
必
要

厚労省へ要望書提出

厚
労
省
か
ら
協
力
要
請

事
業
者
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
参
加

　

推
進
協
は
厚
生
労
働
省
老
健
局
か
ら
の
協

力
要
請
を
受
け
、
9
月
29
日
に
第
１
０
９
回

社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
の
事

業
者
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
参
加
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
当
日
は
赤
枝
会
長
、
藤
村
介
護
保

険
委
員
長
が
出
席
予
定
。

年次 総数 病院 老人ホーム 自宅 その他
死亡数

昭和26年 838,998 75,944 ・ 691,901 49,381
40 700,438 172,091 ・ 455,081 45,015
60 752,283 473,691 ・ 212,763 33,466

平成２年 820,305 587,438 ・ 177,657 26,889
10 936,484 713,474 15,736 148,779 28,224
15 1,014,951 801,125 19,659 131,991 28,290
20 1,142,407 897,814 33,128 144,771 26,827
22 1,197,012 931,905 42,099 150,783 27,704
24 1,256,359 958,991 58,264 161,242 27,252

第５表　死亡の場所別にみた死亡数の年次推移

注：平成２年までは老人ホームでの死亡は自宅又はその他に含ま
れている。

(資料）　厚生労働省　人口動態統計より作成
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1. 病室のドアをノックして相手が反応するま
では入らない。
2. ケア内容の話はしない、ケアを目的の最優
先にしない（「身体を拭きに来ました」では
なく、「お話をしに来ました」という姿勢）
3. ベッドで壁側を見てる人でも視線を合わせ
るために壁とベッドの隙間を作る。
4. ケアを 2人でする（1人は体を拭いたり作
業をする。もう 1人は視線を合わせて会話
をし続ける）

5. 食事の介助をするときは、必ず真正面から
ポジティブな言葉を投げかける。スプーンは
顔より高く上げる（食べる量がこれだけでだ
いぶ変わる）
6. ケアを嫌がっている場合は、無理に目的を
達成しようとせず、いったん引く。
7. イスに座っている人へのアプローチは、イ
スをノックし、正面に回る（真横で話しかけ
ても、認知症の人はいることを認識しないの
で、ただびっくりするだけ）
8. ケアの最後は「また来ますね」と言う（忘
れてしまうかもしれないが、何かしら残る）。

　医療や介護で注目を集めている『ユマニ
チュード』。テレビや雑誌で目にしたことがあ
る方も多いのではないでしょうか。

☆厚労省・職場意識改善助成金制度
　職場意識の改善のための研修、周知・啓発、労働時間の管理の適正化に資する
機械・器具の導入・更新等の取組みを実施する中小企業事業主に対して、その実
施に要した費用の一部を助成するもの。

こ
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
施
設

に
持
ち
帰
っ
て
、
職
員
み
ん

な
で
入
居

者
さ
ま
に
と
っ
て
良
い
ケ
ア
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
」「
講
師
の

施
設
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
」。

　

ど
こ
の
会
場
で
も
受
講
者
か
ら

は
同
様
の
声
が
聞
か
れ
た
。

　

座
学
を
終
え
た
受
講
生
は
、
後

日
、
実
地
研
修
施
設
で
５
日
間
の

実
習
を
受
け
る
。

　

今
後
の
予
定
は
、
10
月

に
第
３
期
リ
ー
ダ
ー
研
修

（
福
岡
県
の
み
受
付
中
）、

１
月
に
第
４
期
リ
ー
ダ
ー

研
修
（
10
月
1
日
よ
り
募

集
開
始
）
が
あ
り
、
ま
た

12
月
に
施
設
管
理
者
研
修

（
募
集
中
）
を
、
横
浜
と
大

阪
で
開
催
予
定
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見

（
赤
枝
雄
一
理
事
長
）
は
、
平
成
23
年
12
月
に
横
浜

市
鶴
見
区
の
市
有
地
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
尻

手
駅
か
ら
徒
歩
10
分
、
川
崎
駅
か
ら
バ
ス
10
分
の
市

街
地
に
あ
り
ま
す
。

　

入
居
者
や
家
族
の
思
い
を
真
摯
に
受
け
止
め
、「
安

ら
か
さ
」「
心
地
よ
さ
」「
生
き
方
の
継
続
」
な
ど
、サ
ー

ビ
ス
の
質
を
高
め
つ
つ
地
域
に
根
ざ
し
た
施
設
と
し
て

の
役
割
を
職
員
一
同
協
力
し
て
努
め
て
い
ま
す
。

多
目
的
室
で
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

　

施
設
に
い
て
も
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
５

階
の
広
い
多
目
的
室
（
１
０
０
名
収
容
）
を
使
用
し

て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

７
月
は
地
元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
協
力
し
て
も

ら
い
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
公
演

会
、
演
奏
会
（
琴
・

尺
八
）、
腹
話
術
を
行

い
ま
し
た
。

　

フ
ラ
ダ
ン
ス
公
演
会

で
は
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
音

楽
に
耳
を
傾
け
る
方
、

座
っ
た
ま
ま
踊
り
出
す

方
も
い
ま
し
た
。
琴
演
奏
会
で
は
、『
ふ
る
さ
と
』

や
『
赤
と
ん
ぼ
』、『
上
を
向
い
て
歩
こ
う
』
な
ど
馴

染
み
の
あ
る
曲
を
利
用
者
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
そ
う

に
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

季
節
に
あ
わ
せ
た
取
り
組
み

　

入
居
者
の
方
に
季
節
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば
と
、

四
季
折
々
に
あ
っ
た
レ
ク
や
行
事
を
全
体
、
各
ユ

ニ
ッ
ト
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
は
桜
、
６
月
に
は
紫
陽
花
の
折
紙
工
作
、

7
月
は
七
夕
飾
り
を
作
り
ユ
ニ
ッ
ト
内
に
飾
り
ま
し

た
。
お
正
月
、
節
句
等
行
事
に
あ
わ
せ
た
行
事
食
に

も
力
を
い
れ
て
お
り
、
入
居
者
が
作
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

ユ
ニ
ッ
ト
で
お
料
理
を
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、「
普

通
の
く
ら
し
」
を
少
し
で
も
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
交
流
を
兼
ね
た
買
い
物

レ
ク
、
外
食
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

屋
外
テ
ラ
ス
で
機
能
訓
練

　

晴
れ
た
日
に
は
、
４
Ｆ
の
広
い
屋
外
テ
ラ
ス
を

使
っ
て
体
操
を
行
い
ま
す
。
腕
や
足
を
上
下
左
右
に

伸
ば
し
た
り
捩
っ
た
り
し
て
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
す
。

　

機
能
訓
練
を

兼
ね
た
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
も
楽
し

め
ま
す
。
今
回

は
ベ
ゴ
ニ
ア
、

ペ
チ
ュ
ニ
ア
等

７
種
類
の
苗
の

中
か
ら
、
利
用

者
さ
ん
に
好
き

な
花
の
苗
を
選

ん
で
も
ら
い
プ

ラ
ン
タ
ー
に
苗

を
植
え
ま
し

た
。
天
候
の
関

係
で
室
内
で
作

業
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
方
も
い
ま
し
た
が
、
利
用

者
同
志
で
協
力
し
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
フ
ロ
ア
か
ら
屋
外
テ
ラ
ス
へ
移
動
し
て
、
お

や
つ
の
時
間
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
外
で
食
べ
る
お
茶
と
お
や
つ
は
、
普
段
と
は
ま

た
一
味
違
う
よ
う
で
す
。

　

推
進
協
は
７
月
15
日
か
ら
、
平

成
26
年
度
第
２
期
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
研
修
（
座
学
）
を
5
会
場
で

開
い
た
。

　

今
回
初
開
催
と
な
る
仙
台
で

は
、
23
名
が
受
講
し
た
。

　
「
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
が
ど
う
い
う

も
の
な
の
か
良
く
分
か
っ
た
」「
こ

(3) （2）

● 2日：介護福祉士の資格取得方法、見直しの行方は？（厚生労働省）
● 10 日：認知症徘徊を研究（厚生労働省）
● 11 日：介護福祉士試験１月 25 日に実施（厚生労働省）、ケアマネ研修リニュー
アル　「主任」は更新要件で振り分けへ（厚生労働省）
● 17 日：介護事業に成果報酬　利用者の状態改善で増額（厚生労働省）、介護
報酬改定、14 年度調査票を了承（介護報酬改定検証・研究委員会）
● 22 日：給付対象追加の提案募集（厚生労働省）、医療・介護の「総合確保会議」、
25 日に初会合（厚生労働省保険局）
● 23 日：社会保障費の自然増、要求認める方針（財務省）
● 24 日：特養「黒字の蓄積にメス」　介護報酬見直し（介護給付費分科会）、
重度化する特養、医療提供の在り方は（介護給付費分科会）
● 25 日：訪問・通所介護の円滑移行でＧＬ作成（厚生労働省）
● 28 日：多床室から「室料徴収」を（厚生労働省・介護給付費分科会）、介護
福祉士養成ルート、国試義務付け延期（厚生労働省・福祉人材確保対策検討会）
、社会保障、質を落とさず効率化進める（田村憲久厚生労働相）
● 29 日：2025 年へ介護保険計画の基本指針案を提示（厚生労働省）、介護予防
地域別に民間で（厚生労働省）

7 月の『１行ニュース』まとめ推進協ホー
ムページと

連動

推進協ホームページで毎日更新している「1行ニュース』1か月分のタイトルを
まとめました。

Vol.82

「親切と誠実」～ご利用されるすべての方に、誠意を持った心に寄り添う良質なサービスを提供～

〒 230-0002　神奈川県横浜市鶴見区江ヶ崎町 2-1　TEL045-576-5020　FAX045-576-5021
【特養】定員 90名【ショートステイ】10名

＜平成 26 年 7月～＞

個室ユニット型施設の将来と協議会の更なる発展を、

共に考えてくださる施設が増えました。

支部会 ・ 研修会に、 多くの方にご参加いただけるよう

ぜひ会員相互でお声掛けください (8 月 10 日現在）

新規入会施設のご案内

地域 法人名 代表者 施設名 施設所在地

1 福岡県 敬愛園 理事長 益田 俊信 アットホーム福岡 福岡市博多区
千代

2 栃木県 光誠会 理事長 古口 誠二 ころぼっくる 宇都宮市岩曽
町

1 日目
ユニットケアの理念と意義
認知症の理解と権利擁護
高齢者の生活とその環境
ユニットケア導入の過程

2日目
ユニットケアの具体的方法
（高齢者が自律的に生活できるよ
うにサポートするためのポイント
について学ぶ））

3日目
情報の活用と職員のサポート及び
指導等
ユニットケア導入・運営計画演習

後日 5日間の実地研修あり

本年度第２期ユニットリーダー研修終了

融資制度のご案内

※支給対象についてや申請方法など詳細は、厚労省ＨＰか、最寄りの都道府県労
働局労働基準部監督課（東京、愛知、大阪労協局については労働時間課）へお問
い合わせください。

全
国
研
修
大
会
in
千
葉

実
行
委
員
会
報
告

　

7
月
23
日
、
千
葉
支
部
は
５
回
目
の
全
国

研
修
大
会
in
千
葉
実
行
委
員
会
会
議
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
）
を
開
い
た
。

議
題
１　

参
加
申
込
状
況
の
確
認

　

7
月
1
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
申
込
み
受
付
を

開
始
し
た
。、
21
日
時
点
で
の
申
込
者
は
57

名
。
う
ち
認
知
症
ケ
ア
専
門
士
単
位
希
望
者

は
５
名
。

※
７
月
31
日
現
在
、
総
数
１
７
０
名
。

議
題
２　

大
会
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

　

当
日
の
大
会
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
人
数
や
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
、
パ
ソ
コ
ン
の
必
要
台
数
に
つ

い
て
確
認
。

議
題
３　

営
業
活
動
に
つ
い
て

　

８
月
25
日
前
後
に
第
２
弾
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

の
発
送
を
予
定
。
８
月
の
実
績
次
第
で
は
、

９
月
か
ら
委
員
各
自
で
の
営
業
活
動
が
必
要

に
な
る
。

議
題
４　

第
４
分
科
会
現
況
報
告

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
形
式
の
分
科
会
を
検
討

中
。
早
急
に
座
長
を
選
定
し
て
依
頼
す
る
。

議
題
５　

そ
の
他

　

１
日
目
の
情
報
交
換
会
の
余
興
に
つ
い
て

検
討
中
。

　

次
回
実
行
委
員
会
は
８
月
20
日
（
水
）
14

時
か
ら
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
予
定
。

・足立啓（和歌山大学教授）
・大島千帆（日本社会事業大学・
社会事業研究所特任准教授）
・古賀誉章（東京大学大学院光学系
研究科助教授）
・児玉桂子（日本社会事業大学大学
院教授）
・鈴木みな子（日本社会事業大学・
社会事業研究所共同研究員）
・水澤里志（東北福祉会・せんだん
の杜副施設長）※敬称略・五十音順

大阪

札幌

静岡

横浜

仙台

30名

36名

30名

62名

23名

各
会
場
の
受
講
者
数

合計 181 名

会場 受講者数

※日付は１行ニュースにアップした日。

2025 年へ介護保険計画の基本指針案を提示

第５期計画

2012 ～ 2014

第６期計画

2015 ～ 2017
第７期計画

2018 ～ 2020

第８期計画

2021 ～ 2023

第９期計画

2024 ～ 2026

2015 2025

団塊世代が 65 歳に 団塊世代が 75 歳に

【第５期計画】
高齢者が地域で安
心して暮らせる 地
域包括ケアシステ
ムを構築するため
に必要となる、①
認知症支援策の充

実②医療との連携③高齢者の居住に係る施策との連携④生活支援サービスの充実といっ
た重点的に取り組むべき事項を、実情に応じて選択して位置づけるなど、段階的に計画
の記載内容を充実強化させていく取組をスタート。
【第 6期計画以降】2025 年に向け、第５期で開始した地域包括ケア実現のための方向性
を承継しつつ、在宅医療介護連携等の取組を本格化していくもの。
○2025年までの中長期的なサービス・給付・保険料の水準も推計して記載することとし、
中長期的な視野に立った施策の展開を図る。　　　※ 4面に関連ダイジェストあり。

社会福祉法人兼愛会　特別養護老人ホームしょうじゅの里鶴見

横浜市鶴見区

『千鶴の会』による琴の演奏や

合唱、腹話術、尺八など

初開催の仙台会場を含む 5か所で開催。181 名が受講

　

7
月
15
日
、
推
進
協
は
大
阪
府
中
央
区
の

大
阪
社
会
福
祉
協
議
会
で
、
近
畿
・
東
海
ブ

ロ
ッ
ク
の
平
成
26
年
度
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー

研
修
実
地
研
修
施
設
勉
強
会
を
開
い
た
。

　

実
地
研
修
施
設
の
施
設
長
と
受
入
担
当
者

を
対
象
と
し
た
勉
強
会
は
、
実
地
研
修
施
設

の
質
の
担
保
を
図
る
と
と
も
に
、
実
地
研
修

中
の
疑
問
点
・
問
題
点
の
解
消
や
、
実
地
研

修
施
設
同
志
の
情
報
交
換
等
を
目
的
と
し
て

い
る
。
近
畿
・
東
海
地
方
の
実
地
研
修
施
設

６
施
設
12
名
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
井
手
明
利
施
設
長
（
望
洋
の
郷
）

は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
の
成
り
立
ち
か
ら
、
ユ

ニ
ッ
ト
ケ
ア
実
践
の
ポ
イ
ン
ト
、
人
権
を
守

る
ケ
ア
に
つ
い
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

の
高
め
方
、
実
習
生
が
行
な
う
課
題
（
提
出

物
）の
考
え
方
や
記
入
方
法
等
を
説
明
し
た
。

　

実
地
研
修
施
設
か
ら
は
、
研
修
時
の
実
習

生
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ

た
。
井
手
施
設
長
は
入
居
者
や
実
習
施
設
に

差
し
障
り
が
な
い
範
囲
で
、
ユ
ニ
ッ
ト
内
を

動
い
て
も
ら
っ
て
も
良
い
と
話
し
た
。

ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
研
修

実
地
研
修
施
設
勉
強
会

（
近
畿
・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
）

＜外部講師紹介＞

　後期（第 3期、4期）ユニットリー
ダー研修募集要項の名古屋会場日程日
に記載ミスがありました。
＜訂正箇所＞
ユニットリーダー研修日程表・
第３期名古屋ウインクあいち
【誤】10/28 ～ 10/30

【正】10/27 ～ 10/29
　施設様及び関係各位にご迷惑をお掛
けしましたことをお詫びしますととも
に、ここに訂正させて頂きます。

訂
正
と
お
詫
び

ユ
ニ
ッ
ト
ケ
ア
管
理
者
研
修

受
講
者
募
集
中
！

【
大
阪
会
場
】
12
月
3
日
（
水
）
〜
5
日
（
金
）

　

大
阪
社
会
福
祉
指
導
セ
ン
タ
ー
研
修
室
２

　

・
谷
町
６
丁
目
下
車
５
分

【
横
浜
会
場
】
12
月
9
日
（
火
）
〜
11
日
（
木
）

　

し
ょ
う
じ
ゅ
の
里
鶴
見
・
５
Ｆ
多
目
的
室

　

・
尻
手
駅
下
車
徒
歩
10
分

　

・
川
崎
駅
か
ら
バ
ス
10
分
「
新
鶴
見
小
学

校
南
」
バ
ス
停
す
ぐ

座
学
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ユマニチュード

ピックアップ
1行ニュース

フランスでは約 400 の医療・介護施設で導入
『ユマニチュード』とは？

　「ユマニチュード」は、体育学を専攻する二人
のフランス人、Yves Gineste ( イブ・ジネスト )
とRosette Marescotti (ロゼット・マレスコッティ)
によって作り上げられた 35 年の歴史を持つ、知
覚・感情・言語による包括的なコミュニケーショ
ンに基づいたケア技法です。
（ジネスト・マレスコッティ研究所HPより抜粋）

ケアの基本
　ユマニチュードは、見る、話しかける、触れ
る、立つという4つの方法が柱となっています。

　見ることで、存在を認識してもらい、
安心感を持ってもらいます。

　相手を見つめるときは正面から同じ目の高さ
で、近く、長くを意識するようにします。

見る

　足の筋力低下を防ぐた
めにも、自力で立っても

らえるよう工夫をします。立つ力、
歩く力を失わないようにすること
が大切です。

立つ　相手に触れるとき
は腕を掴んだりせず、

自分で動こうとする意思を手助
けする気持ちで、下から支える
ようにします。

触れる　優しく前向きな
言葉を話しかけま

す。普通の会話を楽しむ流れの中
でケアを行なうと、協力を得られ
やすくなり、スムーズなケアに繋
がります。

話しかける

世界が注目している認知症ケアとは

ユマニチュード

実践memo見 る 技 術

自然の対応

ユマニチュードの対応

正面なら見えます

横からは見えません 上からも見えません 円背ならば下
からのぞいて
ください。

『ユマニチュード入門』（本田美和
子、イヴ・ジネスト、ロゼット・
マレスコッティ、医学書院）より
転載）

後ろから声をかけても
聞こえません。一度
追い越してから向き直
り、時間をかけて近づ
くようにします。

（『40歳からの遠距離介護』2月 23 日付「【ＮＨＫあさいち】新しい認知症ケア「ユマ
ニチュード」講演会の参加レポート」より抜粋）


